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1) γンボクュウム，転潮に立つ日本資本主義』大内報告，エコノミス卜， 臨時別冊， 昭和40年
5月31日.












































































































も山形県平均を下まわる ζ とがわかるであろう。しかし世帯員 1人当りの家計
費をみると，最北地域と山形県平均との格差は次第にせばまり， 39年には前者




6 (110) 第 105巻第4・5.6号
第 2表農家経済構造の地域別変動
平均(1.0農0業0円所)得 i世帯員(lI，人側当円り)家計費[c農業農淵業固1定0時資間本当装り備・円)
~1371 ぉ 1 39 1暫1371泊 139 I相 3B 39 l12手
東北内陸
最北 357.81345.7 407.7 113.9 
81672副4 97O 
109.8 135.2 1，376 1，738 126.3 
山形 348.81384.6 434.3 124.5 86.6198.1 108.6 125.4 1，684 1，957 116.2 
東北 325.11354.6 388.6 119.5 77.~ 88.3 100.9 130.4 (1，333) (1，637) (122.8) 












































35 68千9人 139(100千0人〕 96(69千3人〉 21(15千6人〉 21(15千1人〕
37 859 151(100.0) 104(68.6) 16(10.8) 31(20.5) 
38 934 228(100.0) 108(47.4) 25(111) 94(41.4) 
39 890 249(100.0) 116(46.8) 28(11.6) 103(41.5) 
40 850 232(100.0) 108(46.5) 24(10.3) 100(42.9) 
41 807 213(100.0) 96(45.1) 23(10.8) 94(44.1) 


























































500人以上 % 多6 % 
35 100.0 55.1 37.0 7.9 
40 100.0 64.4 24.9 10.7 
100~499人
% 100.0 51.6 340 14.4 
40 100.0 51.3 28.3 20.4 
30~ 99人
:<5 100.U 42.7 35.8 21.5 





































労働投入量の伸び率(AJ 川 6.734~36年(%) 12.8 .6. 3.2 13.8 
37~39 5.4 1" 2.11 5.5 1.4 8.21 2.2 6.8 10.1 
40，.， . 42 ム 3.3L:. O.8Id. 1.8 13.2 5.5 
産 l-t~量の仲 1^率(R)
34~36年(%) 50.8 65.3 77.7 36.8 58.4 27.2 17.7 14.3 
37"-'却 30.4 37.7 38.8 39.5 6. 4.4 20.6 11.2 10.9 
40~42 31.2 44.7 40.2 29.3 34.5 20.5 10.3 3.4 
雇用弾性値CA!B)
34，.，36年 0.35 5.39 0.47 0.35 0.32 0.25 60.18 0.97 
37~39 0.16 0.04 0.18 0.1111 0.61 


























72.7 117.0 7，984 117.G 180 193.9 
13，26919 8 4 
117.5 
103.8 2811 117.& 110.7 3，290 105.7 105 200.9 106.7 
112.8 201! 133.71 868 107.1 1，117 110.6 18 173.5 110.4 
114.3 478 138.3 1，8以) 113.3 1，571 125.3 21 188.0 690 117.2 
93.0 259 140.0 954 117.0 519 142.G 8 219.7 252 135.8 
84.0 311 136.3 1，180 120.9 468 150.4 10 214.5 259 142.7 
75.5 3501 129.3 1，613 121.6 430)981146l3  11 186.3 246 153.2 63.0 29可I郎 9 3，168 118.2 5 138.1 147 156.8 
41 2，842 130.2 11，349 109.0 
l93，，623579 4 3 
116.0 245 135.7 
41，7234657 1 1 
121.2 
93 21 322 114.5 790 105.4 103.1 139 132.2 104.8 
97 71 277 135.7 970 117.4 118.1 26 142.9 119.9 
108.7 656 137.4 
2li，，O35404 1 1 
109.1 l，8691 7 120.7 31 143.6 849 123.0 
106.5 35う 137.6 109.5 19 119.1 13 161.4 338 133.8 
102.9 424 136.2 1]0.2 772 1自5.0 13 187.9 383 1118.1 
87.1 467 133.4 1，797 111.4 528 128.9 12 97.9 379 154.3 




筑地人ι_c1 4，02訓 1 329 






















は， 38/35年のそれよ bも低下している。規模別にみると， 5'"'-'9人りと乙ろで
41/38年の伸び率が38/35年を kまわっているだけで，それをのぞくすべての規
模別において従業員数百噌勢が低下してし、る。とくに 100~299人と 3口 3人以上
の伸び率の鈍化が目立っているのである。
鉱業部門は，従業員数の絶対的滅少傾向のみられる唯一の部門である。しか















35年と 41/38年とをくらべてみると， 3 日O人以上とlOO~299 人の規模のところ



































































保険外突入 (90.7%)，料理人，ハ一子ンダー (68.5%λ 技術者 (48.2%)，運輸・















































総数， 102，504 1 108.5 1 総数 12，373I lu9.8 
東京都 '~4人 i 41，312 I 112 叶長野県 50~99 I 403 I 124.0 
5~9 27β岨 1m川 1 100~299 1 281 1 123.2 
10.，29 23，日41 102 川 5~9 I 2，743 I 121.0 
総数 95.16引 108.11 総数 27，9481 107.9 
悲劇江 主引:;日静岡県I3なr UJ2 
1O~29 I 21τ岨 1 101.4 1 5~9 1 6，138 1 113.2 
総数 9，5081 111.2 1 総数 119，田11 111.9 
干鼎|y:;:;日:l問問了i:;(百
I *t¥ i!I1二!竺114I 117.4 ~ I lIilー土い2，156I~ 
神奈川県! 日 i 3同| ロ叶石川県 1....4 い794い山
|別人以上| 吋 17リ ! 日 ド21:9l00~299 I 6旧 117.430~49 304 I 110.9 
総数川町 i 11叶 |総数 9}102い09.9
埼玉県 1…9ソ口51 13C叶福井県|… 2741 131.1 
300人以上 143I 123.3 1 50~99 189 1 118.1 
5~9 1.4叫 mo~30川上 351 112.9 
総数 I10，314 I 11C叫 |総数 I22，341 I 111.8 
山梨県 I100~29川 町 16(叶岐阜県 I 50~99 I 434 I 122.6 I 
50~99 120 I 1290 N 1O~29 I 2.97.~ I 114.3， 
30"，49 172 1 122.0 1 1 lC 日 ~299 1 217 I 114.2 
総 数 13，394 110.0 総 数 6，614 116.5 
栃木県 l 3口 ~49 433 122.0 滋賀県 1O~299 121 144.0 
50~99 272 119.3 1Ot:".'29 892 130.2 
5~9 2，704 115.0 30~49 185 123.3 























19) 塩沢駅子，内耽パ 卜で働く婦人たち， (経済" No.印1，'69年).
20) 中野 新，通勤兼業地帯の労働市場とそり労働条件. (京都宥農業会議，通勤圏境における
経済構造と暮しの変貌)巴













































減少率 (40/35年〉の順序で，島根県仏7.6%)，佐賀県〔ο7.5%λ 長崎県 (66.8%)，




労働力創出要因と μ ての高蓄積 (125) 21 
あり，したがってまた相対的過剰人口の発生している地域でもある。農林業の
衰退や鉱山業D崩壊は，若年労働層を主力とした人口流出を促すが，中高年層


































転入 抑~f ，3，321人転出 12，828 J 
転入 7，485 1 








県 島 根 県 佐 賀 県
|増減率 40 I 35 同減率年 40 35 
就業者総数 413，370 446，品れ 7 391，2191 409，443!" 4.5 
農 業 170，475 214，73 ム 20.6 142，621 168，342， ム 15.3
林業・狩猟業 4，153 9，627 " 56.9 616 1，644 L:>. 62.5 
漁 業 10，253 13，106 企 21.8 9，123 8，626 5.8 
鉱 業 2，894 3，392 ，6 14.7 9，546 22，089 ι56.8 
建 設 業 30，297 24，625 23.0 24，931 21，432 16.3 
製 J宣 業 42，940 40，771 5.3 51，144 42，852 19.4 
第 8 次 E医業 152，246 140，124 8.7 153，0l~ 144，390 6.0 
世失業帯主者がの完世全帯 1，243 543 128.9 2，559 1，410 81.5 


















40 1 35 1増減率 40135~40 351増減率鹿児島制局知県
mt5j剖2238，6261" 20.91 406，2691 524，3171'" 22.51 136，2671 175，077β22.2 
652.9'， 5，7341 9，9121642.21 9，751 21，3561，三 53.3
51， β7.31 14，3891 17，614ム 18.31 16，3371 17，534企 6.8
22，489 43，278 ム 48.0 3，801 3，916 ゐ 2.9 2，309 2，094 10.3 
44，748 41，866 6.9 53，815 46，712 15.2 31，823 24，936 ~7.ö 
83，225 733029剖2| 139 75，380 60，195 25.2 4ド3，751 39，494 10.8 
293，326 271，2801 8.1 2R2，4fi2 251，353 12.4 158，917 139，587 13.8 
4，389 1，583 177.3 4，758 1，217 291.0 















東尽 (131%).大阪(201%)， さらに 4 り時期に急速に工業化したf葉県(44~%)
などで，定全失業者世帯の増加率がきわめて高〈あらわれているからである。




















年 度 県(千人人口〉護平人均員被〔人保~I 保護率
昭和35 854.6 25，888 33.6 
86 848.3 28，5口4 37.6 
37 839.4 31，276 37.3 
38 829.1 34，263 41.3 
B9 818.0 34，372 41.5 
























25) 全書・国民教育， I地域開発」政樟と教育ョ 195-263頁。
26) 総理府統計局，佐賀県白人ロ，長崎県の人口，鹿児島県の人口，島担県白人口a
27) 徳本正彦，依田精一，右民不況と地域社会の変容。
28) 内藤正中，過疎と新庄都， (山陸文化 γ リーズ， 31)， 44-45頁。
29) 国の子算，昭和43年度.
30) 国の予算，昭和44年度。





37 620，188 1，674，001 20，544 15，772 
38 639，498 1，774，639 21，678 20，410 
39 639，661 1，674，661 18，952 17，842 
40 641，485 1，598，821 17ρ50 




















































ればならない。ただし農村内外の賃金の F限からみて 1，300円 (8時間〕とい
3の 龍山京，鈴木佐治e，1¥;所得層の変貌と保護基準， (社会保障研究， Vo1.5， No.2)。




0.5~ 1.0 ha 1，045 回 植 1，300 建 設 業 (8I，時3C間3〉
1.0"-'1.5 1.236 3宣 林 1，91口3 900 
1.5，，-，2.0 1，338 部落口役 1，300 臨 時 I (8時間〉
2.0~2.5 1，428 大 工 1，800 機業兼業 L1I3，時60間0J 
2.5~3.0 1，561 左 官 1，9日3
3.0ha 以上 1，792 土 工 1，200 そ 白 他 〔8L時OC間3〕
志村賢男，農村噌国力の「流動イι」問題， (京都府民政労働部，労働と睦済， 67. 12)。
















33) 才村賢男，農村労働力の「流動化」問題， (京都府，蛍{動と経済， 67. 12)。





































35) 島恭彦， ，過密」と「過疎」の意味するもの， (住民と自治， 69. 1)， 
